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感染拡大の阻止対策 (5,690億円）、経済活動と都民生活を支えるセーフティネットの強化
（6,274億円）、社会構造の変革を促がし危機を乗り越える取組(573億円）の３つを柱と位置
づけ、総額約１.3兆円の補正予算を、4月•６月•７月の都議会で可決しました。
さらに、9月３日に3,413億円の補正予算(案）が東京都より発表され累計は約１.６兆円にも
のぼり、リーマンショックや東日本大震災における緊急対策費を大きく上回っています。
小池都知事は会見で、日本経済は戦後最大の危機に直面しているとして「大規模かつ国家的な
緊急対策を果敢に講じることで、都民の皆さまそして事業者の皆さまの不安を払拭してまいり
たい」と述べました。
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